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1 はじめに

近年，インターネットの急速な普及により，WWW
(World Wide Web)がマルチメディアコンテンツの流
通形態として広く利用され，情報提供の場として広く利

用されている [1]．Webに存在するファイル数はHTML
ファイルが減少し，画像ファイルが増加している [2]．

Webページがマルチメディアコンテンツとして発展
するに伴い，Webページの構成要素として含まれる画
像，動画，テキストおよび音声等のWebオブジェクト
のサイズおよび数が増加する．Webオブジェクトの伝
送量の増加によるWebページのロード時間の増加が
問題となる．

本研究は，ユーザが閲覧できるWebページはWeb
ブラウザ内に表示可能な領域のみであることに注目し，

ユーザが閲覧可能な範囲内にWebページを部分的表
示する伝送量削減手法を提案する．伝送量を削減する

ことによりWebブラウジングにおけるユーザの負担
の軽減を目指す．

2 Webページの部分的表示による伝送量削
減手法

2.1 提案手法

従来のWebページの配送方式では，Webオブジェ
クトの配送順序はWebブラウザの実装に依存してお
り，全てのWebオブジェクトをクライアントに配送す
る．中野ら [3]は，Webページ内に専用のタグを埋め
込むことで，各Web オブジェクトごとに配送順序を
指定できる機構を開発した．しかし，Webブラウジン
グにおけるユーザの負担を軽減させるためには，Web
ブラウザに対するユーザの閲覧状況に合わせた配送順

序変更手法が必要となる．Webブラウザに表示された
Webページ内でユーザが閲覧できるWebオブジェク
トは，Webブラウザ内に表示可能な範囲内のWebオ
ブジェクトのみである．サーバはWebブラウザ内に表
示することができないWebオブジェクトを配送する
必要はない．本研究は，ユーザが開いているWebブラ
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図 1: システム構成図

ウザのサイズに合わせてWebオブジェクトを配送し，
部分的に表示する．提案手法のシステム構成図を図 1
に示し，ユーザの閲覧範囲が変化したときの動作を図

2に示す．
本手法を実現させるためには，サーバでWebオブ

ジェクトの配送制御を行い，クライアントでユーザが

閲覧しているWebブラウザの範囲をサーバに伝えなけ
ればならない．サーバとクライアントの連携が必要と

なるため，CGIと JavaScriptで実装を行った．従来の
配送方式では，WebブラウザはWebページに記述さ
れている全てのWebオブジェクトをロードする．本シ
ステムがWebブラウザ内に表示可能と判断したWeb
オブジェクトのみをWebブラウザがロードするため
に，本システムはユーザからのリクエストに対し，サー

バで仮のWebページを作成し配送する．CGIプログ
ラムは，実際のWebページ内に存在するがWebブラ
ウザ内に表示させないWeb オブジェクトをファイル
サイズの小さい透明画像に置き換えて配送することに

より，仮のWebオブジェクトの伝送量を減少させる．
JavaScriptプログラムは，ユーザが閲覧しているWeb
ブラウザの範囲を常に監視している．ユーザがブラウ

ザ内で閲覧している範囲に変化したときに，JavaScript
プログラムはサーバ上のCGIプログラムと連携し閲覧
範囲内のWebオブジェクトをサーバから取得し表示
する．

2.2 実装

以下に示す手順でWebオブジェクトの配送制御を実
現する．

（１）ユーザがWebページをリクエストすると，Web
ページのヘッダ内に埋め込まれた JavaScriptプログラ
ムが起動し，CGIプログラムがサーバ上で動作する．
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図 2: ユーザの閲覧範囲が変化したときの動作

CGIプログラムはWebページから imgタグ，embed
タグで囲まれた部分を取り出す．各タグ内の srcの値
に記述された各Webオブジェクトのパスをテキスト
データとして仮Webページ内に JavaScriptで記述す
る．仮Webページ内の各タグと JavaScriptで記述さ
れた各Webオブジェクトのデータを一意に定めるため
に，各Webオブジェクトのデータに IDを設定する．
１つのWebオブジェクトデータを以下のように記述
する．

data[ID] = ”ID : Webオブジェクトのパス”
次に，仮Webページ内に img,embedタグを以下の
ように記述する．

<img,embed src=”透 明 画 像 の パ ス”
width=”横の長さ” height=”縦の長さ”
id=”ID”/>

システム内にファイルサイズの小さな透明画像があ

り，img，embedタグ内の srcの値に透明画像のパス
を記述する．Webオブジェクトの配置関係を維持する
ためには実際のWebオブジェクトと同じ長さの透明画
像をWebページに貼付けなければならない．Webオ
ブジェクトの縦と横の長さをCGIプログラムにより取
得し，タグ内のwidthと heightの値に記述する．img，
embedタグ内の idの値に先に設定した IDを指定する．
最後に，仮Webページ内にユーザを監視するための

JavaScriptプログラムを付加する．
上の手順により作成された仮Webページをクライ

アントに配送する．

（２）クライアントの JavaScriptプログラムは，仮
Webページが配送されると仮Webページ内の各Web
オブジェクトの位置を取得する．以下に示すように，

JavaScriptで記述された各Webオブジェクトのデータ
に位置情報を追記する．

data[ID] = ”ID : Webオブジェクトのパス：
X軸位置：Y軸位置”

（３）JavaScriptプログラムは，ユーザが閲覧して
いるWebブラウザの範囲を取得する．閲覧範囲と各
Webオブジェクトの位置情報と比較し，閲覧範囲内の
Webオブジェクトの IDをタグより取得する．閲覧範
囲内の各タグの srcの値を，取得された IDが示すWeb
オブジェクトデータのパスに変更する．各タグ内の src
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図 3: ユーザの待ち時間

の値が変更されると，WebブラウザはサーバからWeb
オブジェクトをロードし，Webブラウザ内に表示する．
（４）JavaScriptプログラムは一定時間ごとにユー
ザが閲覧しているWebブラウザの範囲を監視する．閲
覧範囲に変化があったときに（３）の動作を行う．

3 評価実験
提案手法の評価として，提案手法を用いることによ

りWebブラウジングにおけるユーザの負担が軽減され
たことについて述べる．実験は，ユーザがWebページ
をリクエストしてから，ユーザがWebブラウザを操作
できるようになるまでの待ち時間を計測する．Webオ
ブジェクトの平均ファイルサイズは 100KBであった．
実験結果を図 3に示す．実験の結果，Webページサ

イズが大きくWebオブジェクト数が多くなるほど待
ち時間が短縮された．また，8000× 12000のときに最
大転送量 24972KB，800× 1200のときに最小転送量
452.5KBであった．提案手法により転送量を 135KBに
削減できた．

4 おわりに
本論文では，マルチメディアコンテンツを用いたWeb
ページのロード時間を削減するために，Webページの
部分的表示による伝送量削減手法を提案し，実装，評

価実験を行った．
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